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賛成多数で可決された議案

条例制定
市個人情報保護法施行条例

個人情報保護法の改正に伴う関係条例の整
備に関する条例

条例改正 市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末
手当に関する条例

３年度
決算認定

一般会計決算

国民健康保険特別会計決算

後期高齢者医療特別会計決算

国民宿舎特別会計決算

賛成少数で否決された議案

請願 周南地区衛生施設組合が建設する新斎場で
の使用料徴収に同意しないことを求める請願

　
令
和
４
年
第
９
回
市
議
会
定
例
会

は
12
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
の
15
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　
主
な
議
案
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、

掲
載
し
て
い
ま
す
︒

12月	定例会上程議案

全会一致で可決された議案

補正予算

一般会計（第５号）（第６号）

介護保険特別会計（第２号）

後期高齢者医療特別会計（第２号）

条例制定 地方公務員法の改正に伴う関係条例の整
備に関する条例

条例
改正

市職員の定年等に関する条例

市職員の給与に関する条例等

市長等に対する期末手当の支給に関する条例

公民館条例

工場等誘致奨励条例

人事案件 人権擁護委員候補者の推薦への意見

その他

指定管理者の指定について

市道路線の認定について

笠戸島ハイツ解体工事請負契約の締結に
ついて

３年度
決算認定

水道４事業（水道、工業用水道、簡易水道、
公共下水道）会計決算

介護保険特別会計決算

12月
定例会P3	参照

P6	参照

P7	参照

P6	参照

P7	参照

P5	参照

P4	参照

ピックアップ

P4	参照

採決の結果
（48・49号ともに）

賛成〇　反対×
（議長は表決に加わらない）

守
田
〇

斉
藤
〇

木
原
〇

渡
辺
×

田
上
×

柳
瀬
〇

堀
本
〇

藤
井
〇

近
藤
〇

浅
本
〇

山
根
×

森

〇

村
田
〇

三
浦
〇

松
尾
〇

中
村
〇

中
谷
〇

永
田
〇

磯
部
〇

〈
議
案
第
48
号
〉
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例

〈
議
案
第
49
号
〉
関
係
条
例
整
備

国
の
法
律
改
正
に
伴
う
条
例
の
制
定

	

〈
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
〉

松尾一生　デジタル化に対応したデータ開示
と個人情報保護の相克の中で、地方公共団体
ごとの規定・運用の相違、不備が明らかとなっ
た。令和５年に個人情報保護に関する３本の
法律が一本化されることで、こうした団体ごと
の規定・運用の相違や不備が解消されること
になる。本条例は、これに伴う施行条例、関係
条例の整備である。

≪反対意見≫ ≪賛成意見≫
こんな意見が出ました

　
国
が
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
を
改
正
し
た
こ
と
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
市
個
人
情
報
保
護
条

例
に
代
え
て
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
条
例
議
案
と
、
関
係
条
例
の

整
備
を
行
う
条
例
議
案
が
そ
れ
ぞ

れ
上
程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 議員  特定の個人を識別で
きないように加工した個人情
報（匿名加工情報）は、ど
のようにして作成するのか。

　市　 今回の法改正では匿
名加工情報の提供は任意で
あり、本市では提供しない。

 議員  国の法改正は、個人情報の保護
ではなく、活用することが根底にある
のではないか。

　市　 国の法改正は、これまで別個の
法律や条例により定められていた個人
情報保護に関する不整合を、一つの規
律にまとめるためのものと考えている。

田上茂好　【４8 号について】個人情報は個人
の人格尊重の理念のもと、慎重に扱われるべき。
個人の権利を明確にし、プライバシー権を拡充
する法改正が必要。

渡辺敏之　【４９号について】この新条例は、オ
ンラインに結合し、個人情報を民間に活用させ
るもの。個人情報の保護に逆行し、情報漏れの
危険性が高まる。

≪本会議　質疑≫
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≪総務教育委員会　質疑≫

 議員  民間施設等への対応につい
てはどうか。
　市　 国、県の支援の状況をみ
ながら、今後検討していきたい。

	 電気料金増額に対応補正予算［第５号］ピックアップ

●燃料価格高騰による電気料増額
　［補正額 3,970 万円］

市役所本庁舎、小中学校、公民館等
の電気料金増額に対応

≪総務教育委員会　質疑≫

 議員  久保中学校屋内運動場照明改
修工事について、工事の実施時期は
いつか。
　市　 令和５年度の冬休みを中心に
工事を行い、令和６年 1 月末に完了
する予定。

	 小中学校の整備補正予算［第５号］ピックアップ

●小学校空調設備整備工事
　［補正額 4,200 万円］

久保小、公集小の空調設備整備

●中学校屋内運動場照明改修工事
　［補正額 1,300 万円］

久保中の屋内運動場照明改修

≪総務教育委員会　質疑≫

 議員   補助金の申請件数等の状況はどうか。
　市　 約３００事業所、平均の支給額を１５万円と
当初見込んでいたが、申請件数が増加し、約３７０事
業所、平均の支給額が１６万円となる見込み。

	 中小企業への感染症予防対策補助補正予算［第５号］ピックアップ

●中小企業感染症予防対策補助金
　［補正額 1,500 万円］

申請件数や支給金額が増加したこ
とにより増額

12
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

総
務
教
育
委
員
会

建
設
経
済
水
道
委
員
会

環
境
福
祉
委
員
会

一
般
質
問

今
後
の
会
議
日
程
等

〈
議
案
第
47
号
・
56
号
〉
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
・
６
号
）

燃
料
価
格
高
騰
に
伴
う
電
気
料
金
増
額
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

		

〈
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
〉

≪本会議　質疑≫
 議員   出産・子育て応援ギフトの対象となるのは。
　市　 令和 4 年 4 月 1 日以降に生まれた子どもが対象
になる予定。

 議員   伴走型相談支援について、どのような取組を考
えているのか。
　市　 これまでも保健師を中心として、妊娠届出時等
に相談支援を行ってきており、さらに拡充を図っていく。

	 子育て家庭への支援補正予算［第６号］ピックアップ

●出産・子育て応援交付金事業
　［補正額 6,220 万円］

★伴走型相談支援
子育て世代包括支援センターの保
健師など専門職との面談を実施

★出産・子育て応援
　ギフト

妊娠届出時に 5 万円、
出生届出時に 5 万円を
支給予定
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採決の結果

賛成〇　反対×
（議長は表決に加わらない）

守
田
〇

斉
藤
×

木
原
〇

渡
辺
×

田
上
×

柳
瀬
〇

堀
本
〇

藤
井
〇

近
藤
〇

浅
本
〇

山
根
〇

森

〇

村
田
〇

三
浦
〇

松
尾
〇

中
村
〇

中
谷
〇

永
田
〇

磯
部
〇

こんな意見が出ました

≪反対意見≫ ≪賛成意見≫

〈
議
案
第
60
号
〉 

市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

 

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
改
定

	

〈
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
〉

　
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
方
針

に
準
じ
、
市
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
支
給
月
数
を
改
定
す
る
条
例

が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、年
間
の
支
給
月

数
が
３
．３
月
か
ら
３
．３
５
月
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

中谷司朗　議員の待遇については、市民の厳
しい視線を意識せざるを得ず、様々な意見が
あってしかるべきと考える。客観的な指標と
なる人事院勧告を参考として、それに沿った
判断を粛々と受け入れるべきものだと考え
賛成する。

田上茂好　職員の給与と特別職の報酬には性
質の違いがある。人事院勧告は、職員の待遇改
善はもとより、民間との格差を最小限にする目
的がある。議員の報酬は人事院勧告に準ずるべ
きとは言えず、慎重に検討するべきである。

年間
支給月数

改正前 改正後

3.3 3.35

どのように変わるの？

採決の結果

賛成〇　反対×
（議長は表決に加わらない）

守
田
×

斉
藤
〇

木
原
×

渡
辺
〇

田
上
〇

柳
瀬
×

堀
本
×

藤
井
×

近
藤
×

浅
本
×

山
根
×

森

×

村
田
×

三
浦
×

松
尾
×

中
村
×

中
谷
×

永
田
×

磯
部
×

こんな意見が出ました

≪反対意見≫ ≪賛成意見≫

〈
請
願
第
１
号
〉
新
斎
場
で
の
使
用
料
徴
収
に
同
意
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願

新
斎
場
で
使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
、
市
議
会
と
し
て
同
意

し
な
い
こ
と
を
求
め
る	

〈
賛
成
少
数
で
否
決
（
不
採
択
）〉

　
12
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、
新

斎
場
の
使
用
料
に
関
す
る
請
願
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
、
討
論

の
後
に
採
決
を
と
り
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

中谷司朗　新斎場の火葬料の維持管理費の一部を
利用者にご負担いただくことは、受益と負担の関係に
おいて、やむを得ない時代がすでに到来していると考
える。市には、利用者に、その趣旨を丁寧に説明するこ
とをお願いする。

山根栄子　公営施設においても、事業を円滑に運営
するための事業資金の確保は、当然運営計画に組み
込まれるべき。市民の方からも「施設を利用させてい
ただくのだから、使用料を払うのは当然のことだと思
う」との声も頂戴している。

田上茂好　使用料無料は時代遅れ
という意見もあるが、なぜ無料とさ
れてきたのかを考えるべき。徴収す
る明確な理由も示されていない。こ
のまま徴収することに賛同しないで
ほしいという市民の願いに、応えな
ければならない。

請願の内容
　周南地区衛生施設組合が検討している新斎場では、現在の斎
場では無料となっている使用料を、１件１万円徴収する予定と
なっている。市民は生涯に１度しか火葬場を使用することはな
く、受益の偏りは起こり得ないため、受益の偏りを是正するた
めの使用料の徴収に根拠はないと考える。よって、新斎場での
使用料徴収には、市議会として同意しないことを求める。
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総務教育委員会
●一般会計決算　審査

令和３年度会計決算の認定について

採決の結果

賛成〇　反対×
（議長は表決に加わらない）

守
田
〇

斉
藤
〇

木
原
〇

渡
辺
×

田
上
×

柳
瀬
〇

堀
本
〇

藤
井
〇

近
藤
〇

浅
本
〇

山
根
〇

森

〇

村
田
〇

三
浦
〇

松
尾
〇

中
村
〇

中
谷
〇

永
田
〇

磯
部
〇

≪委員会での質疑≫
 議員  ICT 教育の成果や今後の課題について、どのよう

にとらえているか。
　市　 児童生徒については、文書作成や情報検索、プレ

ゼンテーションといったタブレットの基本的な操
作の習得が確実に進んだ。教員は、子供たちに分
かる授業、楽しい授業を提供しようと日々努力し、
研究に励んでいる。

　　　 今後の課題として、タブレットの教育効果や健康・
生活への影響について評価・検証を行う必要があ
ると考えている。

 議員  学校プールは、これからも各校に設置するのか、そ
れとも集約していくのか。

　市　 学校プールは、全学校で老朽化が進んでいる。今
後の改修等については、これまでどおりの個別設
置や、共同利用、温水プールの利用も含め、調査・
研究しながら進めていく。

 議員  財政構造見直し指針の実行状況に
ついて、令和３年度の進捗と成果、
今後の見通しをどう考えている
か。

　市　 指針上の令和３年度の目標につい
ては、ある程度達成できたと考え
る。経常経費は一定の削減を終え
ているため、今後は投資的経費の
ほうに目を向け、進めていきたい。

 議員  市の業務のデジタル化について、
今後どのように進めていくのか。

　市　 下松市 DX 推進計画において、人
に優しいデジタル化の推進を掲げ
ている。デジタルデバイド対策に
も取り組みながら進めていきたい。

〈
認
定
第
５
号
〉
令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

オ
ー
ル
下
松
市
役
所
で
事
業
を
実
施

	

〈
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
〉

本会議へ

12
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

総
務
教
育
委
員
会

建
設
経
済
水
道
委
員
会

環
境
福
祉
委
員
会

一
般
質
問

今
後
の
会
議
日
程
等

こんな意見が出ました

≪反対意見≫ ≪賛成意見≫

松尾一生　令和３年度はコロナ禍の中、税源
涵養、徴収確保に努めつつ、適時適切な臨時
交付金の活用もされた。人にやさしいデジタ
ル化、子どもたちを市民総がかりで守り育てる
取組も実践され、オール市役所での事業執行
だった。

渡辺敏之　コロナ対応は評価するが、市財政
は危機的だと、敬老祝金廃止など、福祉施策を
後退させたまま。しかし、危機の原因は、市民
福祉ではなく、大城等の建替・整備の借入金
返済であることは数字が示すが、反省がない。
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委員会の様子

令和３年度会計決算の認定について

採決の結果

賛成〇　反対×
（議長は表決に加わらない）

守
田
〇

斉
藤
〇

木
原
〇

渡
辺
×

田
上
×

柳
瀬
〇

堀
本
〇

藤
井
〇

近
藤
〇

浅
本
〇

山
根
〇

森

〇

村
田
〇

三
浦
〇

松
尾
〇

中
村
〇

中
谷
〇

永
田
〇

磯
部
〇

≪一般会計　質疑≫
 議員  プレミアムチケット販売事業による商品券販売に

ついて、市内経済への効果はあったか。
　市　 商品券分は市内で消費されるため、市内経済に大

きな効果があったと考えている。

 議員  パイプハウス設置助成事業について、パイプハウ
スの修繕に関する費用も該当するのか。

　市　 現行では、設置にかかる費用のみが対象となる。
修繕を対象にすることについては、今後の検討
課題。

 議員  通学路の防草対策について、市民からの反応はど
うか。

　市　 小中高生の通学路にあたる市道で、雑草により通
行に支障が出る箇所について、コンクリート貼り
を進めている事業である。地元の方からは「とて
もよくなった」という声をいただいている。

≪一般会計　質疑≫
 議員  豊井まちづくり整備事業に関し、さ

らなる職員配置が必要ではないか。
　市　 事業の状況によっては、人事部局に

要望する。事業に見合った職員配置
で事業を進めていきたい。

≪工業用水道事業会計　質疑≫
 議員  工業用水道の契約水量等について、

今後の見通しはどうか。
　市　 分水納付金の改定により、令和４年

度決算以降は工業用水道事業会計の
収入も減っていくため、今後厳しい
見込みになる。いずれは、この会計
の在り方も検討が必要と考える。

〈
認
定
第
９
号
〉
令
和
３
年
度
国
民
宿
舎
特
別
会
計　
決
算
の
認
定

経
営
改
善
に
向
け
て
の
努
力
を

	

〈
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
〉

本会議へ

建設経済水道委員会
●一般会計決算　調査
●国民宿舎特別会計決算審査
●水道・下水道事業会計決算審査

こんな意見が出ました

≪反対意見≫ ≪賛成意見≫

藤井　洋　この特別会計は、建設費の償還や
修繕料といった国民宿舎大城に関する市の経
費を計上するものである。反対者の意見にも
一定の理解はするが、この決算は問題なく認
定すべきと考える。

田上茂好　コロナ禍により大城の経営は厳し
い結果となっているが、職員の管理能力を問
われる事態も発生している。利用料金制を継
続していいのか疑問である。経営状況をチェッ
クするためにも、収支を明確にした特別会計
にするべき。
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採決の結果

賛成〇　反対×
（議長は表決に加わらない）

守
田
〇

斉
藤
〇

木
原
〇

渡
辺
×

田
上
×

柳
瀬
〇

堀
本
〇

藤
井
〇

近
藤
〇

浅
本
〇

山
根
〇

森

〇

村
田
〇

三
浦
〇

松
尾
〇

中
村
〇

中
谷
〇

永
田
〇

磯
部
〇

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

≪反対意見≫ ≪賛成意見≫ 〈
認
定
第
６
号
〉
令
和
３
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定

基
金
を
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
か
〈
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
〉

採決の結果

賛成〇　反対×
（議長は表決に加わらない）

守
田
〇

斉
藤
〇

木
原
〇

渡
辺
×

田
上
×

柳
瀬
〇

堀
本
〇

藤
井
〇

近
藤
〇

浅
本
〇

山
根
〇

森

〇

村
田
〇

三
浦
〇

松
尾
〇

中
村
〇

中
谷
〇

永
田
〇

磯
部
〇

〈
認
定
第
８
号
〉
令
和
３
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定

13
市
中
１
位
の
保
険
料
収
納
率

〈
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
〉

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た

≪反対意見≫ ≪賛成意見≫

令和３年度会計決算の認定について

≪国民健康保険特別会計　質疑≫
 議員  特定健診の受診率はまだまだ低いと考える

が、取組状況はどうか。
　市　 現在、受診者に対し、市内４か所で利用でき

るクーポン券を配付している。この拡充も
含め、様々な取組を検討し、受診率アップ
につなげたい。

≪後期高齢者医療特別会計　質疑≫
 議員  高齢化率も 1 人当たり医療費も上昇している

が、保険料の今後の見込みは。
　市　 保険料は市ではなく県広域連合が設定してい

るが、今後も上昇すると予測される。

≪一般会計　質疑≫
 議員  高齢者バス利用助成事業について、今

後どのように改善していくのか。
　市　 路線バスが通っていないところもある

ので、タクシーの利用助成についても
今後研究したい。

 議員  市立保育園での午睡チェックセンサー
の利用状況と今後の課題は。

　市　 あおば保育園と潮音保育園のゼロ歳児
のクラスで利用している。保育士の目
を補助する形で利用しており、現在の
ところ課題はないと考えている。

本会議へ

●一般会計決算　調査
●国民健康保険特別会計決算審査
●介護保険特別会計決算審査
●後期高齢者医療特別会計決算審査

環境福祉委員会

12
月
臨
時
会

12
月
定
例
会

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

総
務
教
育
委
員
会

建
設
経
済
水
道
委
員
会

環
境
福
祉
委
員
会

一
般
質
問

今
後
の
会
議
日
程
等

柳瀬秀明　本市は、窓口手続き、保険料の徴
収業務を行っており、収納状況も2 年連続13
市中1 位の収納率である。今後もご努力をお
願いしたい。徴収業務に真摯に取り組んでい
ることを評価し賛成する。

田上茂好　高齢者の健康状態や病気の特性、
負担能力を無視した制度になっている。度重な
る負担増で、受診抑制や中断を引き起こす危険
が増している。老人福祉法の趣旨に沿った制度
実現に向けて、自治体が声をあげるべきである。

中谷司朗　国保の基金は、国保保険料水準の
県統一化が図られた場合、本市の標準保険料
率が引き上がる方向に推移するため、激変緩
和のためにも十分確保しておく必要がある。

田上茂好　平成29年度から基金残高は8億
７千万円余りを維持している。統一保険料によ
り納付金増が予想されるとしても多額である。
加入者の重い税負担を軽減することは十分可
能である。更なる改善を求める。
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質問日 質　問　者 質　　問　　項　　目 掲載ページ

12 月 13 日
（火）

藤
ふじ

井
い

　　洋
ひろし １　一般財団法人笠戸島開発センターの令和３年度決算について

２　恋ヶ浜緑地公園整備事業について
３　地域公共交通網対策について

9 ページ

山
やま

根
ね

　栄
えい

子
こ １　物価高騰に今後どう向き合っていくのか。

２　入札制度について

堀
ほり

本
もと

　浩
ひろ

司
し １　下松市財政構造の見直し指針について

２　学校教育について
10 ページ

永
なが

田
た

　憲
のり

男
お １　静かなる有事と言われる少子化による人口減少に対し、

　　自治体としてどのように取り組むか。

斉
さい

藤
とう

マリ子
こ １　自治会加入促進及び新たな住民組織の構築について

２　中学生の医療費無料化への取組について
11 ページ

12 月 14 日
（水）

田
た

上
がみ

　茂
しげ

好
よし １　市内事業者への経営支援対策について

２　交通弱者対策について

近
こん

藤
どう

　康
やす

夫
お

１　天王森古墳の今後の展開と課題について
２　笠戸島ハイツ解体後の跡地利用の方向性
　　（市としてのビジョン）について
３　コロナ禍における市民の健康保持（心と身体）のために、
最も大切なものは、何か。

４　日本一の住みよいまちにするための、市長の政治理念について 12ページ

柳
やな

瀬
せ

　秀
ひで

明
あき １　乳幼児健康診査の拡充について

２　高齢者の生活支援について
３　男性用トイレへのサニタリーボックス設置について

磯
いそ

部
べ

　孝
たか

義
よし

１　「國井市長２期目の総仕上げ」２０２３年度の事業展開について

13 ページ

12 月 15 日
（木）

木
き

原
はら

　愛
あい

子
こ

１　子どもの通園・通学バスの置き去り防止対策について
２　新たにスタートした「くだまつメール」について
３　高齢者及び障がい者の行方不明時対応について
４　市のシンボルタワー星の塔について

渡
わた

辺
なべ

　敏
とし

之
ゆき １　令和３年度の笠戸島開発センター決算における特別損失について

２　新斎場に関わる市の対応について、市長としての見解を問う。
14 ページ

浅
あさ

本
もと

　輝
てる

明
あき １　「伸ばそう若者のまちくだまつ」

　　持続可能なまちづくりの推進のために

守
もり

田
た

　文
あや

美
み １　大海線開通に伴う通行方法の変更について

２　小中学生を取り巻く諸問題について
３　野犬対策の現状と今後について

15 ページ

令和４年12月定例会一般質問
　一般質問は、12月13日、14日、15日の3日間で行われ、13人の議員が市政全般にわたる諸問題につい
て質問をしました。
　網掛けをした質問項目は、質問及び答弁の要旨を9～15ページに掲載しています。
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問
今
年
度
よ
り
、
恋
ヶ
浜

緑
地
公
園
で
は
、
誰
も

が
安
心
し
て
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
公
園
を
目
指
し
、
整
備
に

着
手
し
て
い
る
。
完
成
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
複
合
遊
具
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
意
見
を
参

考
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

答
公
園
整
備
事
業
は
、
子
育

て
世
代
や
障
が
い
の
あ
る

方
の
ご
家
族
等
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
整
備
手
法
が
評
価
さ
れ
、「
社

会
課
題
対
応
型
都
市
公
園
機
能
向

上
促
進
事
業
」
と
し
て
、
他
の
都

市
公
園
の
モ
デ
ル
と
な
る
公
園
整

備
を
今
年
度
か
ら
３
か
年
で
進
め

て
い
る
。
11
月
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
催
し
た

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
体
験
会
に

お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

藤井　　洋
（政友会）

問
高
齢
者
バ
ス
利
用
助
成
事
業
は
、

近
年
、
免
許
返
納
な
ど
の
制
約
も

な
く
し
、
利
用
件
数
も
伸
び
て
き
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
利
用
対
象
年
齢
を
70
歳
に
引

き
下
げ
た
効
果
に
つ
い
て
、
伺
う
。
ま
た
、

利
用
範
囲
を
タ
ク
シ
ー
に
ま
で
広
げ
て
は

ど
う
か
。
本
市
の
道
路
状
況
は
目
覚
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
新
し
い
路
線
の

整
備
に
つ
い
て
バ
ス
事
業
者
と
の
協
議
が

必
要
と
思
う
が
市
の
考
え
を
問
う
。

答
平
成
23
年
度
の
事
業
開
始
以
降
、
所

得
制
限
の
撤
廃
な
ど
対
象
の
拡
充
を

行
い
、
バ
ス
利
用
券
の
交
付
数
は
事
業
開

始
時
よ
り
順
調
に
増
え
て
い
る
。
今
年
度
、

対
象
年
齢
を
70
歳
に
引
き
下
げ
る
改
善
を

行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
12
月
時
点
で
既
に

昨
年
度
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
タ
ク
シ
ー

へ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
の
調

整
が
必
要
と
な
る
た
め
、
調
査
研
究
す
る
。

バ
ス
路
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹
線
や

支
線
の
強
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
民
ニ
ー

ズ
、
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
な
ど
を
勘
案
し
、

交
通
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。

住みよさを実感できるまちづくりについて

恋
ヶ
浜
緑
地
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て

地
域
公
共
交
通
網
対
策
に
つ
い
て

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
期
待
の
声
と
貴
重

な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
こ
う
し
た
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
・

快
適
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
公
園
と
な

る
よ
う
取
り
組
む
。

問
混
沌
と
し
た
世
界

情
勢
の
中
、
輸
入

に
頼
る
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
料
は
物
価
高

騰
が
相
次
ぎ
、
家
庭
や
企

業
は
基
よ
り
、
公
共
機
関

の
予
算
に
ま
で
既
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
12

月
定
例
会
の
本
会
議
に

お
い
て
も
、
消
防
、
小
中

学
校
等
の
数
か
所
に
対

し
て
だ
け
で
も
、
燃
料
費

の
価
格
高
騰
を
要
因
と

し
て
合
計
３
，
９
７
０
万

円
の
追
加
予
算
と
な
っ

た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
預

か
っ
て
い
る
大
切
な
血

税
を
無
駄
に
せ
ず
ど
う

使
い
、
令
和
５
年
度
の
予

算
編
成
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
う
の
か
伺
う
。

山根　栄子
（鐵）

答
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
円
安
に
伴

う
生
活
必
需
品
な
ど
の
値
上
げ
に

よ
り
、
家
計
へ
の
負
担
が
増
え
、
市
民
の

日
常
生
活
や
地
域
経
済
に
影
響
が
生
じ
て

い
る
事
は
、
認
識
し
て
い
る
。
国
に
よ
る

物
価
高
騰
の
抑
制
等
様
々
な
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
依
然
と
し

て
先
行
き
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
令
和
５
年
度
予
算
編
成
も
コ

ロ
ナ
禍
以
上
に
厳
し
い
予
算
編
成
に
な
る

も
の
と
予
想
し
て
い
る
が
、
市
に
お
い
て

も
出
来
る
だ
け
市
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響

等
を
勘
案
し
つ
つ
、
財
政
も
健
全
財
政
を

確
保
し
な
が
ら
市
民
生
活
、
地
域
経
済
の

安
定
の
た
め
に
手
を
う
っ
て
い
き
た
い
。

物
価
高
騰
に
今
後
ど
う
向
き
あ
っ

て
い
く
の
か

相次ぐ値上げ！どうなる？
市民生活・経済活動・来年度予算

一
般
質
問

藤
井　
洋

山
根
栄
子

堀
本
浩
司

永
田
憲
男

斉
藤
マ
リ
子

田
上
茂
好

近
藤
康
夫

柳
瀬
秀
明

磯
部
孝
義

木
原
愛
子

渡
辺
敏
之

浅
本
輝
明

守
田
文
美
今
後
の
会
議
日
程
等
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問
見
直
し
指
針
の
中
に
公

共
施
設
の
統
廃
合
整
理

移
管
を
進
め
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
公
共
施
設
の
在
り
方

の
検
討
や
長
寿
命
化
を
進
め
る

と
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
公
園
球
技

場
、
農
業
公
園
、
笠
戸
島
家
族

旅
行
村
に
つ
い
て
、
運
営
方
法

の
見
直
し
や
改
善
が
必
要
で
あ

り
、
民
間
企
業
に
委
ね
る
方
法

も
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

答
長
期
的
視
点
に
立
っ
た

公
共
施
設
の
在
り
方
の

検
討
を
含
め
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い

く
。ご
質
問
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

有
効
活
用
や
維
持
管
理
コ
ス
ト

の
縮
減
を
図
り
な
が
ら
計
画
の

基
本
方
針
に
基
づ
い
て
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
、
次
の
世
代

に
施
設
を
継
承
し
て
い
く
。

堀本　浩司
（公明党）

問
不
登
校
児
童
生
徒
が
、
全
国
的
に

も
下
松
市
に
お
い
て
も
増
加
傾
向

で
あ
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
学
校
に

通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
神
話
は
根

強
い
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ど
ん
な

選
択
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
多
様
な
場
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
自
宅
で
学
べ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
出
席
扱
い
に
つ
い

て
考
え
を
問
う
。

答
文
部
科
学
省
の
通
知
で
は
、

不
登
校
児
童
生
徒
が
自
宅
に

お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
学
習

活
動
を
行
っ
た
場
合
、
一
定
の
条
件

が
満
た
さ
れ
れ
ば
出
席
扱
い
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
市
内

中
学
校
の
中
に
は
、
校
内
の
相
談
室

や
、
視
聴
を
希
望
す
る
児
童
生
徒
の

自
宅
等
へ
授
業
の
配
信
を
始
め
た
学

校
も
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
、
出
席
の
扱
い
に
つ
い
て
は
慎
重

に
検
討
し

て
い
く
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
出
席
扱
い
に
つ
い
て

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
公
共
施
設

の
在
り
方
の
検
討
に
つ
い
て

下松市財政構造の見直し指針について
学校教育について

問
静
か
な
る
有
事
と
い
わ
れ
る
少
子

化
に
よ
る
人
口
減
少
に
対
し
、
自

治
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

答
我
が
国
の
出
生
数
は
、
２
０
２
１

年
に
過
去
最
少
の
約
81
万
人
と
な

り
、
想
定
よ
り
早
く
少
子
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
な
社
会
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
が
功
を

奏
し
、
出
生
数
の
維
持
が
図
ら
れ
、
合
計

特
殊
出
生
率
の
回
復
や
人
口
の
微
増
傾
向

に
寄
与
し
て
き
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
少
子
化
の
主
な
原
因
は
未
婚
化
、
晩
婚

化
と
有
配
偶
出
生
率
の
低
下
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
背
景
に
は
結
婚
や
出
産
、
子
育

て
の
希
望
の
実
現
を
阻
む
様
々
な
要
因
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
若
い
女
性
の
み
な
ら
ず
、
若

い
世
代
の
定
着
還
流
に
向
け
て
雇
用
の
創

出
を
進
め
つ
つ
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
の
各
段
階
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な

永田　憲男
（新生クラブ）

自
治
体
と
し
て
で
き
る
こ
と
は

何
か

い
支
援
や
環
境
整
備
を
行
い
、
未
来
へ
つ

な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
。

人口減少に対し、どのように取り組むか



11 令和 5 年 2 月 1 日

問
収
束
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
、
電

気
料
金
を
は
じ
め
と
し
た
物
価

高
騰
の
嵐
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な

ど
小
規
模
事
業
者
は
、
益
々
厳
し
い
状

況
に
追
い
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

零
細
な
事
業
者
ほ
ど
、
暮
ら
し
と
命
に

直
結
す
る
問
題
で
あ
る
。
全
て
の
事
業

者
を
対
象
に
し
た
独
自
支
援
策
を
実
施

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
、
制
度

融
資
の
拡
充
、
各
種
支
援
金
や

補
助
金
交
付
、
商
品
券
事
業
な
ど
の
施

策
を
展
開
し
て
き
た
。
事
業
継
続
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、
引
き
続

き
、
適
切
か
つ
効
果
的
な
対
策
の
実
施

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
は
相
談
体

制
の
さ
ら
な
る
強
化
や
市
内
経
済
情
勢

の
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
国
や
県
の
動

向
に
注
視
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

問
地
域
公
共
交
通
は
、
地
域
住
民
の

交
通
権
を
保
障
し
、
環
境
保
護
や

地
域
再
生
に
資
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

　
現
状
の
交
通
体
系
に
は
、
高
齢
者
や
移

動
困
難
者
な
ど
が
利
用
し
づ
ら
い
問
題

や
地
域
間
の
不
均
衡
が
あ
る
。
新
た
な
公

共
交
通
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
利
用
し
や
す
く
継
続
で
き
る
体
系
の

構
築
が
必
要
。
計
画
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

答
令
和
４
年
度
中
の
策
定
に
向

け
て
市
民
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
関
係
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
て
き
た
。
前
計
画
の

効
果
検
証
を
も
と
に
公
共
交
通
網

の
確
保
、
利
便
性
の
向
上
、
関
係

者
と
の
連
携
の
考
え
方
で
素
案
の

取
り
ま
と
め
を
行
な
っ
て
い
る
。

暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
基
盤
と
し

て
、
本
市
の
実
情
に
沿
っ
た
公
共

交
通
構
築
の
策
定
作
業
を
着
実
に

進
め
て
い
く
。

独
自
支
援
策
が
必
要

田上　茂好
（日本共産党）

急
が
れ
る
交
通
弱
者
対
策

零細な全事業者への経営支援を

一
般
質
問

藤
井　
洋

山
根
栄
子

堀
本
浩
司

永
田
憲
男

斉
藤
マ
リ
子

田
上
茂
好

近
藤
康
夫

柳
瀬
秀
明

磯
部
孝
義

木
原
愛
子

渡
辺
敏
之

浅
本
輝
明

守
田
文
美
今
後
の
会
議
日
程
等

問
自
治
会
未
加
入
世
帯
が
増
加
し
、

公
平
で
あ
る
べ
き
市
民
生
活
に

不
平
等
が
生
じ
て
い
る
。
約
３
年
に
及

ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
会
活
動
も
途
絶

え
、
地
域
の
絆
が
薄
れ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
長
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が

一
年
ご
と
の
輪
番
制
と
な
っ
て
お
り
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
ま
で
は
望

め
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
今
後

新
た
な
住
民
組
織
を
構
築
し
て
は
ど
う

か
。
地
域
リ
ー
ダ
ー
に
活
動
費
を
支
援

し
、
自
治
会
未
加
入
問
題
へ
の
対
策
、

子
ど
も
会
、
独
居
老
人
を
市
と
協
働
し

な
が
ら
守
っ
て
い
く
取
組
を
し
て
ほ
し

い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
自
治
会
に
対
す
る
意
識
の
変
化

や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

に
よ
り
、
活
動
の
担
い
手
不
足
が
進
ん

で
い
る
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の
理
念

に
基
づ
く
協
働
に
よ
り
地
域
力
の
醸
成

を
図
る
た
め
、
下
松
市
自
治
会
連
合
会

と
の
連
携
、
情
報
交
換
、
活
動
内
容
の

問
現
在
、
本
市
で
は
中
学
生
の
入
院

分
ま
で
無
料
化
さ
れ
て
い
る
。
物

価
高
騰
に
よ
り
生
活
は
苦
し
い
が
、
親
と

し
て
子
ど
も
の
医
療
費
は
節

約
で
き
な
い
、
い
つ
ま
で
待

て
ば
下
松
市
で
も
他
市
の
よ

う
に
中
学
生
の
外
来
分
も
無

料
と
な
る
の
か
、
と
い
っ
た

声
を
若
い
世
代
か
ら
聞
い
て

い
る
。
中
学
生
の
外
来
分
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い

て
、
早
急
な
実
施
が
必
要
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
令
和
２
年
８
月
か
ら
、

中
学
生
の
入
院
分
の

医
療
費
助
成
を
所
得
制
限
な

し
で
開
始
し
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。
本

来
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
る

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
国
の

責
任
に
お
い
て
全
国
一
律
に

実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。

自
治
会
未
加
入
と
新
た
な
住
民

組
織
の
構
築
に
つ
い
て

斉藤 マリ子
（無所属）

中
学
生
の
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

「
見
え
る
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
行
事
を

開
催
す
る
な
ど
、
自
治
会
が
持
続
的
に
運

営
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

自治会加入促進及び
新たな住民組織の構築について



12令和 5 年 2 月 1 日

問
①
遺
跡
の
レ
ー
ダ
ー
調
査
の

実
施
の
時
期
は
い
つ
頃
か
。

②
重
要
文
化
財
及
び
国
宝
の
指
定
の

可
能
性
は
ど
う
か
。

③
大
刀
形
埴
輪
を
は
じ
め
復
元
し
た

多
く
の
埴
輪
を
、
ど
こ
に
展
示
す
る
の

か
。
ま
た
、
教
育
の
展
開
へ
の
在
り
方

を
問
う
。

④
文
化
財
行
政
の
レ
ベ
ル
向
上
の
た
め

に
は
、
専
門
職
員
（
学
芸
員
な
ど
）
の

配
置
の
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

⑤
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
情
報

発
信
を
す
る
た
め
、
プ
ロ
の
広
告
代

理
店
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
大
い
に

活
用
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
西
日
本
有
数
の
形
象
埴
輪
群
が
出

土
し
た
大
発
見
で
あ
る
。
10
年
の
ス

パ
ン
で
考
え
た
と
き
に
、
私
は
例
え

ば
「
く
だ
ま
つ
古
代
史
ロ
マ
ン
の
館
」

と
い
っ
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
開
設
も

視
野
に
入
れ
、
そ
の
調
査
・
研
究
・

準
備
に
着
手
し
て
も
ら
い
た
い
。

近藤　康夫
（政友会）

答
①
レ
ー
ダ
ー
調
査
は
、
今
年
度
中

に
実
施
す
る
。

②
重
要
文
化
財
の
可
能
性
は
、
花
園
大
学

の
高
橋
克
壽
教
授
に
よ
る
と
、
そ
の
価
値

は
十
分
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

③
順
次
復
元
さ
れ
る
埴
輪
は
、
将
来
的
に

20
体
以
上
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
一
括
展

示
し
た
い
。
場
所
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
教
育
で
は
、
社
会
科
副
読
本
や
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
等
を
活
用
し
つ

つ
、
体
験
的
な
学
習
も
展
開
し

た
い
。

④
専
門
職
員
の
配
置
は
、
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑤
情
報
発
信
は
、「
オ
ー
ル
く

だ
ま
つ
」
で
取
り
組
む
。

　
古
代
、
ヤ
マ
ト
王
権
や
東
ア

ジ
ア
に
と
っ
て
重
要
な
地
域

だ
っ
た
可
能
性
を
秘
め
た
わ
が

ま
ち
に
と
っ
て
は
、
誇
り
と
愛

着
を
強
く
す
る
こ
と
の
で
き
る

大
き
な
話
題
で
あ
る
。
示
唆
に

富
む
提
言
で
あ
り
、感
謝
す
る
。

天
王
森
古
墳
の
今
後
の
展
開
と

課
題
に
つ
い
て

古代史テーマパークの開設を視野に
研究調査に着手せよ

問
生
ま
れ
て
か
ら
満
１
歳

を
迎
え
る
時
期
は
、
乳

児
か
ら
幼
児
に
成
長
す
る
非
常

に
重
要
な
節
目
で
あ
る
が
、
生

後
７
か
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の

乳
幼
児
の
重
要
な
発
育
期
に
、

全
く
健
康
診
査
が
な
い
空
白
期

間
が
あ
り
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
１
歳
児
健
診
の
導
入
・

実
施
の
提
案
を
す
る
が
、
市
の

考
え
を
問
う
。

答
乳
幼
児
健
康
診
査
は
、

子
供
の
発
育
・
発
達
等

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
だ

け
で
な
く
、
子
育
て
支
援
の
場

と
し
て
も
、
非
常
に
重
要
な
役

割
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

１
歳
児
健
診
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
の
動
向
を
み
な
が

ら
研
究
し
て
い
く
。

柳瀬　秀明
（公明党）

問
圧
倒
的
に
男
性
に
多
い
膀
胱
が
ん

や
、
男
性
の
み
罹
患
す
る
前
立
腺

が
ん
の
手
術
後
、
排
尿
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

難
し
く
な
り
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
使
用
せ

ざ
る
を
得
な
い
男
性
が
増
え
て
い
る
。
市

民
の
方
か
ら
、
外
出
先
で
パ
ッ
ド
を
取
り

替
え
て
も
、
捨
て
る
と
こ
ろ
が
な
く
困
っ

て
い
る
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
市
役
所
本
庁
舎
、
そ
の
他
公
共
施
設
の

男
性
ト
イ
レ
に
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
公

共
施
設
の
環
境
整
備
に
努
め
て
き
た
。
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
市
民
の
利
用
が
多
い
本
庁
舎

１
階
の
ト
イ
レ
へ
の
設
置
を
進
め
、
利
用

状
況
を
み
な
が
ら
、
他
の
公
共
施
設
へ
の

設
置
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

乳児健康診査の拡充について

一
歳
児
健
診
の
導
入
に
つ
い
て

本
庁
舎
及
び
市
内
公
共
施
設
に

あ
る
男
性
ト
イ
レ
へ
の
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
つ
い
て

天王森古墳



13 令和 5 年 2 月 1 日

問
令
和
５
年
度
は
、
豊
井
地
区
ま
ち

づ
く
り
整
備
や
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
に
伴
う
子

ど
も
政
策
な
ど
が
重
要
施
策
と
考
え
る
が
、

推
進
の
考
え
方
を
問
う
。
ま
た
、
市
政
運

営
に
つ
な
が
る
広
聴
活
動
の
考
え
を
問
う
。

答
こ
ど
も
家
庭
庁
の
趣
旨
で
あ
る
こ

ど
も
と
家
庭
の
福
祉
の
増
進
、
保

健
の
向
上
に
必
要
な
支
援
体
制
整
備
を
進

め
る
。
地
域
間
の
人
口

バ
ラ
ン
ス
の
解
消
、
人

口
の
定
着
に
向
け
、
豊

井
地
区
の
新
た
な
市
街

地
形
成
を
加
速
化
す

る
。企
業
立
地
の
促
進
、

雇
用
確
保
に
努
め
る
。

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
に
よ
り
財
政
負
担
の

軽
減
・
平
準
化
に
努
め

る
。

　
施
策
が
多
岐
に
渡
る

こ
と
か
ら
、
庁
内
の
連

携
を
強
化
、
官
民
協
働

の「
オ
ー
ル
く
だ
ま
つ
」

で
取
り
組
む
。

　
広
聴
活
動
は
重
要
と

考
え
て
お
り
、
実
施
手

法
や
規
模
な
ど
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度
の
事
業
推
進
、

体
制
整
備
に
つ
い
て

一
般
質
問

藤
井　
洋

山
根
栄
子

堀
本
浩
司

永
田
憲
男

斉
藤
マ
リ
子

田
上
茂
好

近
藤
康
夫

柳
瀬
秀
明

磯
部
孝
義

木
原
愛
子

渡
辺
敏
之

浅
本
輝
明

守
田
文
美
今
後
の
会
議
日
程
等

問
國
井
市
長
２
期
目
最
終
年
度
と
な

る
、
令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
の
基

本
方
針
や
考
え
方
（
物
価
高
騰
へ
の
対
応

や
市
内
企
業
の
動
向
の
影
響
な
ど
）、
職
員

提
案
の
状
況
や
予
算
反
映
見
込
み
を
問
う
。

答
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、
新
た

な
行
政
需
要
や
社
会
経
済
環
境
の

変
化
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会

問
題
や
地
域
活
性
化
へ
の
課
題
を
前
進
、

行
財
政
基
盤
の
安
定
強
化
と
「
選
択
と
集

中
」
に
よ
る
行
財
政
運
営
に
努
め
る
。

　
物
価
高
騰
へ
の
対
応
は
一
般
財
源
の
負

担
が
増
加
す
る
見
込
み
で
コ
ロ
ナ
禍
以
上

に
厳
し
い
予
算
編
成
に
な
る
も
の
と
予
測

し
て
い
る
。

　
市
内
企
業
の
動
向
は
お
お
む
ね
好
調
な

推
移
が
見
込
ま
れ
る
が
、
企
業
の
撤
退
等

減
収
見
込
み
も
あ
り
注
視
し
て
い
く
。

　
昨
年
の
職
員
提
案
か
ら
庁
内
エ
レ
ベ
ー

タ
内
へ
の
備
蓄
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
や
、
死

亡
後
の
手
続
き
の
簡
素
化
（
お
く
や
み
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
）
な
ど
が
進
ん
で
い
る
。

磯部　孝義
（新生クラブ）

令
和
５
年
度
の

予
算
編
成
に
つ
い
て

物価高騰と戦う新時代
「國井市長２期目の総仕上げ」

問
認
知
症
等
で
全
国
的
に
行
方
不
明

と
な
る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

る
近
年
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
事

案
が
発
生
し
て
い
る
。
本
市
の
高
齢
化

率
は
令
和
３
年
10
月
時
点
で
、29・３
％

で
あ
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
数
は

増
加
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
令
和
３
年

８
月
に
は
、
県
内
他
市
で
障
が
い
の
あ

る
児
童
が
行
方
不
明
と
な
る
事
案
も
発

生
し
て
い
る
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

行
方
不
明
時
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答
本
市
で
は
、
認
知
症
の
方
の
氏

名
や
住
所
等
を
「
絆
ネ
ッ
ト
」
に

事
前
登
録
し
、
行
方
不
明
時
に
「
く
だ

ま
つ
メ
ー
ル
」
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
向

け
て
情
報
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
緊

急
時
の
連
絡
先
等
を
記
入
し
携
帯
で
き

る
ヘル
プ
カ
ー
ド
の
配
布
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
行
方
不
明
時
の
捜
索
の
手
掛

か
り
と
な
る
よ
う
、
靴
な
ど
に
貼
れ
る

「
見
守
り
シ
ー
ル
」
の
配
布
も
検
討
し
て

い
る
。

木原　愛子
（無所属）

問
他
県
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園

の
通
園
バ
ス
の
車
内
に
長
時
間
閉

じ
込
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
３
歳
の
子

ど
も
が
熱
中
症
で
亡
く
な
る
悲
惨
な
事
故

が
起
き
た
。
ま
た
、
そ
の
直
後
に
は
、
下

校
中
の
生
徒
が
中
学
校
の
通
学
バ
ス
に
１

時
間
取
り
残
さ
れ
る
事
案
も
発
生
し
た
。

同
様
の
事
故
が
本
市
に
お
い
て
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
。

答
通
園
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
安
全
管
理
に
関

す
る
実
地
調
査
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
安
全
装

置
導
入
に
対
す
る
支
援
事
業

を
積
極
的
に
促
進
す
る
。
通

学
時
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
10
月
よ
り
運
行
業

務
日
報
に
、
乗
車
人
数
・
降

車
人
数
確
認
と
い
っ
た
項
目

を
新
た
に
追
加
し
、
運
行
し

て
い
る
。

子
ど
も
の
通
園
・
通
学
バ
ス
の

置
き
去
り
防
止
対
策
に
つ
い
て

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
の

行
方
不
明
時
対
応
に
つ
い
て

子どもや高齢者及び障がい者の命を
守る更なる取組を求めて
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問
昭
和
48
年
以
来
御
屋
敷
山

斎
場
で
は
、
使
用
料
が
無

料
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
新
斎
場
で
は

使
用
料
を
有
料
と
す
る
の
か
。
６

月
と
９
月
の
本
会
議
で
も
質
問
し

た
が
、「
施
設
組
合
が
決
め
る
こ
と
」

と
し
て
市
長
は
答
弁
を
拒
ん
で
き

た
。
公
衆
衛
生
上
も
必
要
で
あ
る

と
の
観
点
か
ら
、
法
的
に
も
火
葬

は
強
制
さ
れ
て
お
り
、
無
料
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
山
口・

防
府
市
で
は
今
後
も
無
料
継
続
さ

れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
本
市
で
も

無
料
継
続
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

答
斎
場
の
使
用
料
の
徴
収
問

題
は
、
施
設
組
合
が
決
め

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
答
弁
は
控

え
る
。

　
施
設
組
合
か
ら
は
、
斎
場
の
使

用
時
に
は
、
燃
料
等
も
必
要
で
あ

り
、
そ
の
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
負

担
を
求
め
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

「
誰
も
が
一
度
だ
け
使
用
す
る
」

新
斎
場
の
使
用
料
に
つ
い
て

渡辺　敏之
（日本共産党）

問
大
城
の
運
営
を
委
託
し
て
い
る
財

団
が
、
決
算
で
２
０
７
０
万
円
超

の
特
別
損
失
を
出
し
、
基
本
財
産
も
多
額

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
令
和
４
年
度
の

業
績
次
第
で
は
、
財
団
は
解
散
と
な
る
危

機
で
あ
る
。
他
会
計
の
収
支
の
混
入
、
書

類
の
散
逸
は
、
月
例
の
検
査
等
で
、
長
期

間
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
原
因
と
再
発
防

止
策
を
問
う
。

答
本
会
計
と
互
助
会
会
計
と

の
混
同
な
ど
、
不
適
正
な

会
計
処
理
が
、
長
期
に
な
さ
れ
て

い
た
。
今
後
は
、
外
部
会
計
機
関

に
よ
る
検
査
を
行
う
な
ど
、
再
発

防
止
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

笠
戸
島
開
発
セ
ン
タ
ー
で
の
多
額

の
特
別
損
失
の
原
因
と
対
策

「市民のみなさんが主人公」
だれもが納得できる市政運営を

問
①
第
６
次
下
松
市
行
財
政
改
革

推
進
計
画
に
つ
い
て
、
全
職
員

が
全
部
署
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

②
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

を
起
点
と
し
て
、
地
域
人
材
の
育
成
に

努
め
、
近
隣
の
高
校
生
や
大
学
生
が
地

域
で
活
躍
で
き
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
提
供

し
、
働
く
場
の
創
出
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
①
実
効
性
の
高
い
計
画
に
す
る

た
め
、
行
財
政
改
革
推
進
本
部

に
お
い
て
実
施
項
目
の
進
捗
状
況
の
把

握
な
ど
進
行
管
理
を
徹
底
し
て
お
り
、

庁
内
横
断
的
に
全
庁
を
挙
げ
て
行
財
政

改
革
の
取
組
を
進
め
て
い
る
。

②
周
南
公
立
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
、
Ｄ
Ｘ
推
進
を
は
じ
め
地
域
の
活
性

化
や
、
地
域
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど
に

共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問
①
下
松
市
に
住
み
た
い
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

②
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

た
め
の
住
む
場
所
の
確
保
と
し
て
、「
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
」
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

③
子
育
て
世
代
が
み
ん
な
で

情
報
を
交
換
し
あ
う
場
、
家

族
で
ゆ
っ
く
り
遊
ん
で
楽
し

く
学
べ
る
場
を
提
供
す
る
た

め
に
、「
子
育
て
情
報
博
覧

会
」
の
開
催
を
提
案
す
る
。

答
①
こ
れ
ま
で
積
み
重

ね
た
「
住
み
よ
い
ま

ち
」
の
評
価
と
と
も
に
、
多

く
の
人
の
心
に
届
く
情
報
発

信
を
展
開
し
て
い
く
。

②
若
い
世
代
が
本
市
に
関
心

を
寄
せ
移
住
・
定
住
に
結
び

付
く
よ
う
、
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
に
つ
い
て
は
、
庁
内
横

断
的
に
議
論
を
深
め
て
い
く
。

③
誰
も
が
安
心
し
て
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
る

よ
う
に
、
分
か
り
や
す
く
丁

寧
な
情
報
発
信
の
充
実
に
努

め
る
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の

た
め
に

浅本　輝明
（政友会）

安
定
し
た
税
財
源
の

確
保
の
た
め
に

「伸ばそう若者のまち　くだまつ」
　持続可能なまちづくりの推進
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傍聴お待ちしています

議会の日程や結果
議会だよりバックナンバー

本会議の会議録 など

議会ホームページは
こちらから ▼

一
般
質
問

藤
井　
洋

山
根
栄
子

堀
本
浩
司

永
田
憲
男

斉
藤
マ
リ
子

田
上
茂
好

近
藤
康
夫

柳
瀬
秀
明

磯
部
孝
義

木
原
愛
子

渡
辺
敏
之

浅
本
輝
明

守
田
文
美
今
後
の
会
議
日
程
等

問
大
海
線
開
通
に
伴
い
、

従
来
の
市
道
か
ら
県
道

へ
の
接
続
が
左
折
の
み
に
変
更

さ
れ
、
県
道
西
側
市
民
は
迂
回

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
何
か
対

策
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
通
行
方
法
変
更
を
決

定
す
る
の
は
県
と
警
察

で
、
市
と
し
て
も
従
前
の
通
行

方
法
を
維
持
で
き
る
よ
う
協
議

を
重
ね
た
が
、
安
全
性
を
重
視

し
た
結
果
、
現
在
の
通
行
方

法
に
変
更
さ
れ
た
。
県
道
西
側

か
ら
末
武
川
に
向
け
た
大
海
線

延
伸
の
都
市
計
画
も
あ
る
。

公
集
小
の
南
に
新
し
い
道
路
が
で
き
、

従
来
の
市
道
が
直
進
右
折
不
可
に 守田　文美

（無所属）

問
①
公
集
児
童
の
家
四
年
生
以
上
の

利
用
開
始
は
い
つ
か
。

②
校
則
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
・
通
学
帽
・

久
保
小
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
の
見
直
し
、
教
職
員

の
負
担
軽
減
に
向
け
て
の
家
庭
訪
問
・
通

知
表
の
廃
止
や
2
学
期
制
の
導
入
と
い
っ

た
小
中
学
校
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
小
学

校
で
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
使
用
は
義
務
な

の
か
。

③
野
犬
対
策
の
現
状
に
つ
い
て
、
殺

処
分
ゼ
ロ
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団

体
・
個
人
へ
支
援
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
そ
の
財
源
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
指
定
団
体
制
度
を
利
用
し
て

は
ど
う
か
。

答
①
公
集
児
童
の
家
に
つ
い
て
は
問

題
解
消
に
向
け
引
き
続
き
検
討

す
る
。

②
久
保
中
・
末
武
中
は
２
０
２
４
年
の

ジ
ェン
ダ
ー
レ
ス
制
服
導
入
に
向
け
て
検

討
中
で
あ
る
。
久
保
小
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
の

見
直
し
な
ど
、
小
中
学
校
に
関
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
意
見
を

踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

ラ
ン
ド
セ
ル
の
使
用
は
義
務
で
は
な
い
。

③
野
犬
に
つ
い
て
、
県
と
捕
獲
を
地
道

に
行
っ
て
き
た
結
果
、
捕
獲
数
は
減
少

に
転
じ
て
き
た
。
団
体
や
個
人
へ
の
支

援
は
検
討
し
た
い
。

校
則
・
制
服
・ラ
ン
ド
セ
ル・
久
保
小

ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
、野
犬
対
策

大海線開通で県道西側住民不便
公集児童の家全学年利用はいつ

市議会では、
マスクの着用・手指消毒や

ドアの開放などの換気といった
感染予防対策を講じて
会議を行っています。

開通した大海線
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今後の議会の予定
※正式な日程は議会運営委員会で決定しますので、
　変更になる場合があります。

３月定例会
２月１６日（木）・・・・・・・・・・・・・・・・本会議（初日）
    ２０日（月）・・・・・・・・・・・・・・・・委員会（4年度審査）
    ２２日（水）・・・・・・・・・・・・・・・・本会議
    ２４、２７、２８日・・・・・・・・一般質問
３月 ３日～１５日・・・・・・・・・・・委員会（5年度審査）
    ２４日（金）・・・・・・・・・・・・・・・・本会議（最終日）

令和４年１１月に、建設経済水道委員会が、行政視察を行いました。
詳しい内容については、３月に行われる行政報告会で報告されます。
※報告後、ホームページにも掲載予定です。

建設経済水道委員会行政視察

巨大な木をイメージした複合遊具

公園に隣接する児童館「府中市こどもの国ポムポム」

●視察先　広島県府中市
●内容
　「こどもの国公園における
　 複合遊具等の整備計画について」

議員と意見交換
してみませんか？？

■テーマの指定（市政、市議会に関すること）
■日程等は申し込み後に調整後決定

「出前市議会」「訪問市議会」
参加グループ募集中！

詳しくは市議会ホームページ参照
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表紙の写真から

下松中学校では年末
恒例の、ボランティア
生徒によるワックス
清掃が行われました。
皆さんの力で、教室
はピカピカに！

　皆
さ
ん
、お
正
月
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
た
か
。

　こ
こ
数
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、新
た
な
生

活
様
式
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

　マ
ス
ク
の
着
用
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
き
た
こ
と
で
、人
の
顔
が

覚
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
認
識
し
に

く
か
っ
た
り
と
い
う
弊
害
も
。

　皆
さ
ん
も
挨
拶
し
た
と
き
に
、

素
っ
気
な
い
対
応
だ
な
と
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　そ
ん
な
と
き
は
モ
ヤ
モ
ヤ
せ
ず

に
、広
い
心
で
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。

　お
互
い
様
で
す
の
で…

て
つ
や


